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ＮＥＴｓ（ネガティブエミッションテクノロジーズ）
の政策・技術動向
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ネガティブエミッションテクノロジーズ(NETs)(1/3)

2050年のカーボンニュートラル実現には、既存技術では削減し切れない
CO2を回収する必要がある

-317

-1,457
-1,936

-5,000

-4,000

-3,000

-2,000

-1,000

0
-1

7,773

1,936

0

4,000

6,000

7,000

35,000

3,000

1,000

5,000

2,000

CO2排出量
Million ton

34,157
21,464

民生・産業・輸送等

IEA
Net Zero
By 2050*

NETs(BECCS, DACCS)

既存技術により
削減可能なCO2

*IEA “Net Zero by 2050”のデータを基に作成。エネルギー起源CO2の排出量を表示

埋めなければならない
ギャップ

NETsにより
約19億トンのCO2を回収

我が国のGHG排出量12億トン
(2019年度)の約1.6倍に相当
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ネガティブエミッションテクノロジーズ(NETs)(2/3)

植林・再生林 植林は新規エリアの森林化、再生林は自然や人の活動によって減少した森林への植林。

土壌炭素貯留 バイオマスを土壌に貯蔵・管理する技術（自然分解によるCO2発生を防ぐ）。

バイオ炭 バイオマスを炭化し炭素を固定する技術。

BECCS バイオマスの燃焼により発生したCO2を回収・貯留する技術。

DACCS 大気中のCO2を直接回収し貯留する技術。

風化促進 玄武岩などの岩石を粉砕・散布し、風化を人工的に促進する技術。風化の過程(炭酸塩化)でCO2を吸収。

海洋アルカリ化 海水にアルカリ性の物質を添加し、海洋の自然な炭素吸収を促進する炭素除去の方法。

植物残差海洋隔離
海洋中で植物残差に含まれる炭素を永久的に隔離する方法（自然分解によるCO2発生を防ぐ）。ブルーカーボ
ンのみならず外部からの投入を含む。

海洋肥沃
海洋への養分散布や優良生物品種等を利用することにより生物学的生産を促してCO2吸収・固定化を人工的に
加速する技術。大気中からのCO2の吸収量の増加を見込む。

NETsとは、大気中のCO2を回収し、固定化することで大気中のCO2除去に資する技術

出典：「ネガティブエミッション技術(NETs)について」第6回グリーンイノベーション戦略推進会議WG 2021.1.21、NEDO 技術戦略研究センター（TSC）の資料を基に作成
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植林・再生林

土壌炭素貯留

バイオ炭

BECCS

DACCS

風化促進

海洋アルカリ化

植物残渣海洋隔離

海洋肥沃

大気中の
CO2

CO2回収 CO2固定

森林の光合成によりCO2を吸収し、樹木に固定

堆肥等の散布により、土壌中にCO2を固定

大気中のCO2をフィルター等により回収

岩石等の風化促進により炭酸塩を生成しCO2を隔離

海水への化学物質の散布により、海水に吸収されるCO2の量を増加

植物残渣を海底に堆積させ、CO2を海底に固定

植物プランクトンによる光合成等を促進し、CO2を海底に固定

CO2を地層に圧入し隔離
(CCS)

海洋利用

バイオマス
利用

木材等のバイオマス燃焼後に発生する
CO2をフィルター等により回収

バイオマスの炭化によりCO2を土壌中に固定

NETsには、CO2回収から固定までのプロセスが分かれているものが含まれている

ネガティブエミッションテクノロジーズ(NETs)(3/3)

出典：「ネガティブエミッション技術(NETs)について」第6回グリーンイノベーション戦略推進会議WG 2021.1.21、NEDO 技術戦略研究センター（TSC）の資料を基に作成
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輸送

圧入

DACCS(Direct Air Capture with Carbon Storage)

直接空気回収(DAC) 二酸化炭素貯留(CCS)

大気中のCO2を直接回収して貯留する技術(DACCS)

大気中の二酸化炭素回収

CO2パイプラインで
回収した二酸化炭素を輸送

二酸化炭素を
地層に圧入

CO2

大気中のCO2濃度
約400ppm

DACCSは、大気中のCO2を回収し、貯留することでネガティブエミッションを実現する技術
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輸送

圧入

ＭＳ目標４のDAC関連の取り組み

直接空気回収(DAC)

大気中の二酸化炭素回収

CO2

大気中のCO2濃度
約400ppm

ＭＳ目標４では、大気中のCO2を回収するDACと回収したCO2を利用する研究開発を実施

ＭＳ目標４
の取り組み

＋ＣＯ２の利用
ＭＳ目標４：持続可能な資源循環の実現に向けて

取り組む研究開発

DACは、NETsの要素を成しているため、NETs全体の動向を注視することが肝要
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検索条件

*Google Scholarにて論文タイトルを対象に検索。検索キーワードについて、””はフレーズ検索、/ はいずれか含んでいるものを検索、－は除外したワードを指す

植林・再生林

土壌炭素貯留

バイオ炭

BECCS

DACCS

風化促進

海洋アルカリ化

植物残渣海洋隔離

海洋肥沃

NETs

afforestation / reforestation

soil carbon sequestration 

biochar sequestration

BECCS

direct air capture

enhanced weathering

ocean & (alkali / alkalinity / alkalinization)
(－weathering)

“blue carbon”

fertilization & (ocean / iron)

論文検索キーワード*

NETsの分類として一般に用いられる名称のため

NETsの分類として一般に用いられる名称のため

CO2回収を目的とした利用に絞り込むため

NETsの分類として一般に用いられる名称のため

MS目標４を実施する上で、特にDACに着目しているため

NETsの分類として一般に用いられる名称のため

NETsの分類として一般に用いられる名称のため

CO2回収の目的を一般に意味する名称のため

NETsの分類として一般に用いられる名称のため

キーワード選定理由

NETsに関する動向を把握するための試行的な取り組みとして、論文数の傾向を調査

試行的取り組み①：NETsの論文数傾向(2011-2021)
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海洋隔離

BECCS

風化促進

海洋
アルカリ化

バイオ炭

土壌炭素
貯留

植林・
再生林

海洋肥沃

NETs

4,450%

1,017%

780%

600%

220%

194%

142%

24%

12%

論文数増加率
(2011-2021)

3,000%
以上

1,000-
2999%

100-
999%

0-100% 0%未満増加率

直近の10年間のNETsの論文数は、全体的に増加傾向

direct air capture

“blue carbon”

BECCS

enhanced 
weathering

ocean & (alkali / alkalinity 
/ alkalinization)
(－weathering)

biochar
sequestration

soil carbon 
sequestration 

afforestation / 
reforestation

fertilization & 
(ocean/iron)

論文検索
キーワード*

*Google Scholarにて論文タイトルを対象に検索。検索キーワードについて、””はフレーズ検索、/ はいずれか含んでいるものを検索、－は除外したワードを指す

植林・再生林

土壌炭素貯留

バイオ炭

DACCS

BECCS

風化促進

海洋アルカリ化

植物残渣海洋隔離

海洋肥沃

試行的取り組み①：NETsの論文数傾向(2011-2021)
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国 対象年度 検索データベース 集計対象の予算

欧州

日本

米国

2018年時点で
実施中もしくは
2018年以降に

採択された国プロ

Cordis
(Horizon2020)

イノベーション
ダッシュボード

(METI/
MOE/MAFF)

DoE
(ARPA-E, /NETL)

プロジェクト期間
の予算

2020年度予算
(不明なものは
2019年度予算)

プロジェクト抽出フロー

キーワード
検索

プロジェクト
内容確認

NETs
カテゴリーに

振り分け

試行的取り組み②： NETsの日欧米の国プロの傾向

NETsに関する動向を把握するための試行的な取り組みとして、日米欧の国プロを調査

検索方法



10*：DACCSはムーンショット目標4のプロジェクトを対象とした

日欧米ともにDACCSへの予算配分が多い傾向

国

国
プ
ロ

NETs技術カテゴリー

日本*

欧州

米国

2.3億円
(3件)

1.5億円
(1件)

0.4億円
(1件)

29.8億円
(1件)

30.7億円
(9件)

0億円
(0件)

0億円
(0件)

0.8億円
(1件)

0億円
(0件)

検索対象

METI/
MOE/MAFF

Horizon
2020

ARPA-E
/NETL

24.8億円
(12件)

19.1億円
(6件)

30.9億円
(6件)

8.0億円
(3件)

46.0億円
(5件)

5.4億円
(4件)

0億円
(0件)

0.4億円
(2件)

0.2億円
(1件)

0.6億円
(1件)

54.6億円
(15件)

0億円
(0件)

13.3億円
(6件)

61.1億円
(42件)

0.5億円
(1件)

2.3億円
(3件)

0億円
(0件)

0億円
(0件)

試行的取り組み②： NETsの日欧米の国プロの傾向

※予算は、日本は単年度、欧米はプロジェクト期間通算を示しているため、各国を単純比較できないことに留意

10億円
以上

1-10億円
1億円
未満

10億円
以上

1-10億円
1億円
未満

10億円
以上

1-10億円
1億円
未満

予算
(件数)

凡例
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DACに対する現状認識と今後の展開

論点 今後の展開

CO2回収・
固定のコスト

プロセス全体
のCO2収支

現状認識

プロセス全体のCO2収支が

マイナスになる必要がある

CO2回収・固定（あるいは利用）の

コストを十分に削減する必要がある

✓ 天然ガスを使用する事例もあり、プロセス全体の
CO2収支を評価する必要がある

✓ あるDACメーカーのCO2回収・固定コストは規模
により600～1,200USD/tonCO2*1とされており、
一般的に高いとされている

✓ DACによるCO2回収・固定のコスト目標は
172USD/tonCO2*2とされている（2050年中央値）

*1 Bloombergより
*2「ネガティブエミッション技術(NETs)について」第6回グリーンイノベーション戦略推進会議WG 2021.1.21、NEDO 技術戦略研究センター（TSC）説明資料

今後の展開として求められるのは、プロセス全体の”CO2収支マイナス”と”コスト削減”

⇒ ＭＳ目標４ではＬＣＡ評価を重視
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今後の予定

NETsの技術・政策・市場動向

技術

普及

DAC優位性評価 DAC普及シナリオ検討

技術動向

政策動向 市場動向

DAC優位性評価
DAC導入による

CO2削減量

1-1

1-2 1-3

2-1 3-1

*導入ポテンシャル/CO2削減コスト、ネガティブエミッション量はIPCC等の報告書を調査

NETs技術動向から
各技術の有利となる領域を比較

NETs技術別の
強み・弱み

導入ポテンシャル*

CO2削減コスト*

地域別の
ネガティブエミッション量*

DAC優位性評価の結果を基に
NETsの各技術に振り分ける

DAC普及に向けた
ロードマップNETsの経済性成立時期を設定

DACのCO2削減量

DAC普及シナリオ
3-2

2050年までに導入すべき
DAC導入量

本日紹介したスライドのP.6-9, 11に該当

DACが有利と
なる領域調査

NETsの海外技術動向調査

NETs普及のた
めの規制・イン
センティブ、ビ
ジネスモデルの

調査

政策、市場動向調査

本日紹介したスライドのP.11に該当

立地制約

投入エネルギー

・・・

D

今後の調査を通じて、NETs全体を俯瞰してDACの位置づけや優位性を評価していく
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参考

令和３年度補正予算において、 NETsに関連する事業を実施予定
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